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論
文 

〉

福　

留　

真　

紀

柳
沢
家
と
米
倉
家

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
大
和
郡
山
藩
主
柳
沢
家
と
武
州
金
沢
藩
主
米
倉
家
と
の
関
係
を
、
金

沢
二
代
藩
主
米
倉
鍋
三
郎
里
矩
の
家
督
相
続
か
ら
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
の
側
近
柳
沢
吉
保
に
は
十
九
名
の
子
供
が
い
た（【
図
１
】）１
。

そ
の
う
ち
女
性
は
、
早
世
し
た
五
名
、
養
女
四
名
を
含
む
十
二
名
だ
が
、
そ
の
嫁

ぎ
先
は
、
黒
田
直
重
２
、
松
平
輝
貞
３
、
内
藤
政
森
４
、
大
久
保
忠
英
５
で
、
い
ず

れ
も
将
軍
綱
吉
の
側
近
や
、
老
中
の
家
柄
で
あ
り
、
吉
保
の
政
治
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
る
意
味
合
い
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
か
で
も
、
黒
田
直
重
と

松
平
輝
貞
と
の
縁
組
に
つ
い
て
は
、「
永
慶
寺
殿
源
公
御
実
録
」
に
「
元
禄
年
中
、

右
京
大
夫
〈
輝
貞
公
〉、
豊
前
守
〈
直
重
公
〉
御
相
聟
ニ
被
仰
出
候
儀
ハ
、
常
憲

院
様
御
懇
成
難
有
御
思
召
之
由
、
御
内
々
尓
て
永
慶
寺
様
被
仰
候
」
と
記
さ
れ
て

お
り
、
将
軍
綱
吉
（
常
憲
院
様
）
の
厚
情
に
吉
保
（
永
慶
寺
様
）
が
感
謝
し
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

一
方
、
七
名
の
男
性
は
、
養
子
は
血
縁
親
疎
が
重
視
さ
れ
る
た
め
当
然
で
は
あ

る
が
、
幕
府
内
で
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
女

性
の
場
合
と
は
少
し
様
子
が
異
な
る
。
嫡
男
吉
里
は
、
酒
井
雅
楽
頭
家
の
次
女
槌

姫
（
の
ち
頼
姫
と
改
名
）６
を
正
室
に
迎
え
た
が
、
四
男
経
隆
は
越
後
国
蒲
原
郡

黒
川
藩
主
、
五
男
時
睦
は
同
国
同
郡
三
日
市
藩
主
と
別
家
を
た
て
た
。
七
男
の
保

経
は
、
五
男
時
睦
の
養
子
と
な
り
、
二
代
三
日
市
藩
主
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中

で
唯
一
、
他
家
に
養
子
に
入
っ
た
の
が
六
男
忠
仰
で
あ
る
。
忠
仰
は
、
宝
永
七
年

（
一
七
一
〇
）
七
月
十
八
日
に
、下
野
国
皆
川
三
代
藩
主
米
倉
昌
照
の
養
子
と
な
っ

た
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
米
倉
家
と
柳
沢
家
の
関
係
性
を
ひ
も
解
い
て
み
た
い
。

一
、
柳
沢
家
と
米
倉
家
の
関
係

　

柳
沢
家
と
米
倉
家
の
縁
は
、
吉
保
の
六
男
忠
仰
が
養
子
に
入
る
以
前
か
ら
あ
っ

た
。

　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』に
よ
る
と
、米
倉
家
の
記
述
は
、宗
継
か
ら
始
ま
る
。「
代
々

武
田
家
に
つ
か
へ
、
甲
斐
国
武
川
に
住
す
」「
甲
斐
国
山
梨
郡
小
屋
敷
村
の
恵
林

寺
に
葬
る
」
と
あ
り
７
、
米
倉
家
は
、
柳
沢
家
と
同
じ
く
武
田
家
ゆ
か
り
の
家
柄

で
あ
る
。
宗
継
の
三
男
信
継
よ
り
米
倉
を
称
し
、
信
継
の
長
男
の
永
時
（
清
継
）

の
正
室
は
、
吉
保
祖
父
柳
沢
信
俊
の
娘
で
あ
っ
た
。

　

永
時
の
孫
で
皆
川
初
代
藩
主
と
な
る
昌
尹
は
、
小
姓
組
番
士
、
書
院
番
士
、
徒

頭
、
目
付
、
桐
間
番
頭
、
側
衆
、
若
年
寄
を
歴
任
し
て
い
る
。
側
衆
の
こ
ろ
に
は

四
谷
や
中
野
の
犬
小
屋
普
請
、
若
年
寄
の
こ
ろ
に
は
増
上
寺
の
修
理
を
担
当
す
る

―
武
州
金
沢
二
代
藩
主
米
倉
鍋
三
郎
里
矩
の
家
督
相
続
を
め
ぐ
っ
て
―
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な
ど
し
、
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
政
権
期
に
活
躍
し
た
８
。
ま
た
「
常
憲
院
殿
御
実

紀
附
録　

巻
上
」９
の
な
か
で
、「
こ
れ
ら
み
な
寵
眷
を
蒙
り
。
次
第
に
加
恩
あ
り

て
万
石
の
列
に
の
ぼ
せ
ら
れ
し
も
の
ど
も
な
り
」
と
さ
れ
る
中
に
名
を
連
ね
て
い

る
。
当
然
、
職
務
上
で
、
将
軍
側
近
で
あ
っ
た
柳
沢
吉
保
と
様
々
関
わ
っ
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。

　

二
代
藩
主
昌
明
は
、書
院
番
士
、小
十
人
頭
を
務
め
る
。
元
禄
九
年（
一
六
九
六
）

三
月
二
十
九
日
に
父
昌
尹
が
若
年
寄
に
就
任
す
る
に
及
び
、
詰
衆
並
と
な
っ
た
。

家
督
相
続
の
後
、
菊
間
縁
側
詰
と
な
る
が
、
そ
の
後
三
十
歳
で
死
去
す
る
10
。
続

く
三
代
昌
照
が
二
十
八
歳
の
時
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
七
月
十
八
日
に
養
子

に
入
っ
た
の
が
、
忠
仰
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
養
子
に
迎
え
ら
れ
た
か
は
、「
福
寿
堂
年
録
」11

に
も
記
載
が
無
く
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
宝
永
六
年
一
月

十
日
に
五
代
将
軍
綱
吉
が
死
去
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
時

期
、
将
軍
側
近
で
あ
っ
た
柳
沢
吉
保
は
、
政
治
生
命
を
失
っ

て
い
る
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
吉
保
か
ら
す
る
と
、

同
じ
出
自
を
持
ち
な
が
ら
、
幕
府
に
代
々
仕
え
、
表
向
の

若
年
寄
ま
で
務
め
た
米
倉
家
に
、
実
子
を
養
子
に
入
れ
る

こ
と
は
、
柳
沢
家
の
幕
府
内
で
の
生
き
残
り
策
の
一
つ
と

し
て
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

忠
仰
は
、昌
照
が
大
坂
在
番
中
の
正
徳
二
年（
一
七
一
二
）

五
月
二
十
三
日
に
、
三
十
歳
で
亡
く
な
る
に
及
び
、
七
歳

で
遺
領
を
継
ぐ
こ
と
と
な
る
。
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）

七
月
二
十
七
日
に
、
陣
屋
を
皆
川
か
ら
武
蔵
国
金
沢
に
移

し
た
こ
と
で
、
金
沢
初
代
藩
主
と
な
る
12
。

　

と
こ
ろ
が
忠
仰
は
、
享
保
二
十
年
に
、
病
に
倒
れ
た
。

二
、
米
倉
忠
仰
の
死　

　

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
閏
三
月
、
米
倉
忠
仰
の
病
気
が
重
く
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
嫡
男
鍋
三
郎
（
里
矩
）
に
家
督
相
続
さ
せ
る
た
め
、
米
倉
家
は
動
き
出
す
。

な
お
こ
の
頃
、
柳
沢
家
当
主
は
吉
保
の
嫡
男
吉
里
で
、
吉
保
時
代
の
甲
府
か
ら
、

大
和
郡
山
に
領
地
を
移
さ
れ
て
い
た
13
。
ま
た
、
吉
里
は
こ
の
時
点
で
は
、
在
国

中
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
引
用
お
よ
び
分
析
し
た
史
料
は
、

「
福
寿
堂
年
録
」
で
あ
る
。

【図１】柳沢吉保関係略系図

藩
藩
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米
倉
家
が
家
督
相
続
の
件
で
指
示
を
仰
い
だ
の
は
、
御
先
鉄
砲
頭
の
杉
浦
勝
照

（
八
郎
五
郎
）
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
米
倉
家
の
御
用
頼
み
の
旗
本
で
あ
っ
た
。

　

米
倉
家
は
、
杉
浦
の
指
示
の
も
と
、
閏
三
月
二
十
一
日
、
次
の
四
通
の
書
付
を

作
成
し
、
杉
浦
に
、
内
々
で
確
認
し
て
も
ら
う
つ
も
り
で
渡
し
た
。

　
　

 

私
儀
、
当
正
月
下
旬
ゟ
持
病
之
肝
積
差
発
、
其
上
痰
疾
強
、
病
気
段
々
指
重
、

快
気
可
仕
躰
無
御
座
候
、
死
去
仕
候
ハ
ヽ
、
在
所
ニ
罷
在
候
実
子
惣
領
鍋
三

郎
江
家
督
被　

仰
付
被
下
置
候
様
奉
願
候
、
外
ニ
男
子
無
御
座
候
、
以
上
、

　
　
　

卯
閏
三
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
倉
主
計
頭

　
　

別
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
倉
主
計
頭
実
子
惣
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
倉
鍋
三
郎

　
　

 

右
鍋
三
郎
儀
、
九
年
已
前
未
九
月
十
一
日
於
在
所
妾
腹
出
生
仕
候
處
、
其
砌

ゟ
殊
の
外
虚
弱
生
付
、
親
類
共
江
も
不
申
聞
指
置
候
故
、
去
々
年
丑
八
月
六

日
出
生
仕
候
段
、
御
届
申
上
候
、
実
ハ
右
之
通
、
九
年
以
前
出
生
ニ
付
、
尚

卯
ニ
九
歳
被
成
候
、
此
段
難
申
上
御
座
候
得
共
、
達
御
聴
置
候
様
仕
度
旨
、

主
計
頭
私
共
迄
申
聞
候
、
以
上
、

　
　
　

閏
三
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
浦
八
郎
五
郎

　
　

別
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
倉
主
計
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卯
ニ
三
拾
四
才

　
　
　
　

米
倉
主
計
頭
実
子
惣
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
倉
鍋
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卯
ニ
三
才

　
　

別
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
倉
主
計
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卯
ニ
三
拾
四
才

　
　
　
　

米
倉
主
計
頭
実
子
惣
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
倉
鍋
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卯
ニ
九
才

　

つ
ま
り
忠
仰
（
主
計
頭
）
に
は
、
国
元
の
金
沢
に
居
る
実
子
で
嫡
男
の
鍋
三
郎

以
外
は
、
男
子
が
い
な
い
こ
と
が
、
忠
仰
の
名
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
九

年
前
の
享
保
十
二
年
（
未
）
九
月
十
一
日
に
、
国
元
の
側
室
か
ら
誕
生
し
て
い
た

が
、
非
常
に
虚
弱
な
生
れ
付
き
だ
っ
た
た
め
、
親
類
に
も
披
露
し
て
お
ら
ず
、
一

昨
年
の
同
十
八
年
（
丑
）
八
月
六
日
に
出
生
し
た
と
届
け
て
い
た
が
、
本
当
は
同

二
十
年
（
卯
）
で
九
歳
で
あ
る
こ
と
が
杉
浦
の
名
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

加
え
て
、
父
子
の
年
齢
が
書
か
れ
た
二
通
り
の
別
紙
が
添
え
ら
れ
て
い
る
14
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
「
殊
之
外
御
不
首
尾
」
の
事
態
が
起
っ
た
。
こ
れ
ら
の
書

類
が
、
月
番
老
中
の
松
平
信
祝
へ
直
接
渡
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
翌
二
十
二
日
の
夜
、
杉
浦
が
忠
仰
の
親
類
を
同
道
し
て
、
二
十
三
日
に
信
祝
の

と
こ
ろ
に
出
向
く
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
信
祝
の
正
室
は
酒

井
忠
挙
の
養
女
で
あ
り
、
吉
里
の
正
室
が
忠
挙
の
娘
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
柳
沢
家

と
は
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
。

　

杉
浦
は
、
す
み
や
か
に
使
番
の
米
倉
昌
倫
15
を
同
道
し
、
忠
仰
は
、
親
族
で
も
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あ
る
御
先
鉄
砲
頭
の
曾
雌
定
勇
16
を
代
理
に
立
て
た
。
そ
の
場
に
は
、
大
目
付
の

駒
木
根
政
方
が
立
ち
会
っ
た
。
虚
弱
な
生
ま
れ
付
き
だ
っ
た
場
合
、
出
生
届
を
出

さ
ず
、
丈
夫
に
育
つ
め
ど
が
立
っ
て
か
ら
「
丈
夫
届
」
を
提
出
す
る
と
い
う
方
法

が
あ
り
、
そ
れ
を
粛
々
と
進
め
て
い
れ
ば
問
題
が
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
17
。
申

渡
し
で
は
、
届
け
出
が
、
こ
の
時
期
に
杉
浦
か
ら
な
さ
れ
た
こ
と
は
「
不
埒
之
儀
」

で
あ
り
、「
親
類
共
茂
不
調
法
」
で
あ
る
が
、
忠
仰
は
病
気
が
重
い
と
の
こ
と
で

咎
め
な
い
。
た
だ
し
追
っ
て
沙
汰
が
あ
る
、
と
の
こ
と
。
二
十
四
日
に
は
、
忠
仰

の
実
兄
で
あ
る
柳
沢
吉
里
が
単
独
で
、
三
日
市
藩
主
柳
沢
保
経
・
黒
川
藩
主
柳
沢

里
済
18
が
連
名
で
、
そ
れ
ぞ
れ
月
番
老
中
の
松
平
信
祝
に
、
こ
の
件
に
関
し
て
差

し
控
え
を
す
べ
き
か
伺
い
を
立
て
、
必
要
が
な
い
と
回
答
を
得
て
い
る
。
な
お
こ

の
時
期
、
吉
里
と
保
経
は
「
松
平
」
を
称
し
て
い
る
が
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
史

料
の
引
用
部
分
以
外
で
は
、
い
ず
れ
も
「
柳
沢
」
と
表
記
す
る
。

　

四
月
四
日
に
、
保
経
・
里
済
が
、
持
弓
頭
の
小
野
忠
一
を
通
じ
て
、
月
番
老
中

松
平
乗
邑
に
、
忠
仰
の
病
気
が
重
い
こ
と
を
報
告
す
る
が
、
四
月
八
日
に
死
去
し

て
し
ま
う
。
な
お
柳
沢
家
側
は
、
吉
里
が
国
元
に
い
る
た
め
か
、
保
経
・
里
済
が

こ
の
件
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

翌
九
日
、
老
中
の
松
平
信
祝
邸
へ
曾
雌
定
勇
が
呼
び
出
さ
れ
、
鍋
三
郎
を
参
府

さ
せ
る
よ
う
申
渡
し
が
あ
る
。
十
一
日
に
は
、
保
経
・
里
済
が
、
曾
雌
の
指
示
に

よ
り
、
各
々
の
留
守
居
を
使
者
と
し
て
、
月
番
老
中
松
平
乗
邑
に
、
鍋
三
郎
が
牛

込
に
あ
る
米
倉
家
の
上
屋
敷
に
到
着
し
た
際
、
面
会
し
た
い
と
の
窺
書
を
提
出
し

た
。
な
お
、
夜
五
半
時
に
鍋
三
郎
は
到
着
し
、
そ
の
情
報
は
、
米
倉
家
よ
り
曾
雌

を
使
者
と
し
て
、
月
番
老
中
松
平
乗
邑
と
老
中
松
平
信
祝
に
伝
え
ら
れ
た
。
翌

十
二
日
、
松
平
乗
邑
邸
に
保
経
・
里
済
の
留
守
居
役
を
呼
び
出
し
、
先
の
窺
書
に

付
紙
で
、
牛
込
へ
の
訪
問
は
「
勝
手
次
第
」
と
指
示
が
あ
っ
た
。

三
、
米
倉
鍋
三
郎
の
家
督
相
続

（
１
）
鍋
三
郎
の
年
齢
詐
称
発
覚

　

四
月
十
三
日
、
柳
沢
保
経
・
里
済
は
、
米
倉
家
の
牛
込
上
屋
敷
を
訪
れ
る
。
米

倉
昌
倫
も
同
席
し
、
吉
里
の
家
臣
の
桃
井
好
古
・
横
地
周
方
ら
も
集
ま
っ
た
。

　

保
経
・
里
済
は
、
鍋
三
郎
に
対
面
後
、
米
倉
家
家
老
の
水
村
縫
殿
・
伊
藤
喜
又

に
「
杉
浦
八
郎
五
郎
へ
申
立
し
趣
と
、歳
の
程
相
違
す
る
事
の
不
審
」
を
尋
ね
た
。

九
歳
に
は
見
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
水
村
と
伊
藤
は
、
そ
の
場
を
退
き
、
事
情

を
書
付
に
し
た
も
の
を
提
出
す
る
。
そ
の
中
に
は
、次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

主
計
頭
殿
御
病
気
御
指
重
ク
、
御
快
気
可
被
成
躰
無
御
座
候
付
、
御
死
去
被

成
候
ハ
ヽ
、
御
家
督
之
儀
、
鍋
三
郎
殿
へ
被　

仰
付
被
下
候
様
ニ
仕
度
段
、

八
郎
五
郎
様
へ
被
成
御
頼
候
、
其
節
御
年
之
儀
、
御
家
御
相
続
之
為
と
奉
存
、

前
後
不
相
弁
、
実
ハ
生
年
三
歳
ニ
御
座
候
處
、
九
年
以
前
出
生
之
趣
ニ
申
上

候
、
鍋
三
郎
殿
御
年
之
儀
者
、
主
計
頭
殿
御
病
気
御
大
切
被
成
御
座
候
節
故
、

曽
而
御
存
無
御
座
儀
ニ
御
座
候
、
全
ク
私
共
不
調
法
至
極
、
此
上
如
何
様
之

御
科
ニ
被　

仰
付
候
共
、
可
申
上
様
無
御
座
候
、

　

つ
ま
り
、
鍋
三
郎
へ
の
家
督
相
続
を
願
い
、
杉
浦
を
頼
っ
た
際
、
そ
の
場
の
状

況
を
う
ま
く
判
断
で
き
な
い
ま
ま
に
、
実
際
は
三
歳
で
あ
る
の
に
、
九
年
以
前
に

誕
生
し
た
と
伝
え
た
と
い
う
。
年
齢
詐
称
に
つ
い
て
は
、
忠
仰
の
体
調
を
気
遣
い

伝
え
な
か
っ
た
の
で
、
忠
仰
は
知
ら
ず
、
す
べ
て
家
老
の
不
始
末
で
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
処
分
も
受
け
る
と
の
こ
と
。

　

三
歳
を
九
歳
と
偽
っ
て
も
、
対
面
し
て
し
ま
え
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
十
五
日
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に
、
米
倉
家
よ
り
曾
雌
を
通
し
て
月
番
老
中
松
平
乗
邑
に
、
こ
の
件
を
書
状
で
届

け
出
る
が
、
松
平
信
祝
に
提
出
す
る
よ
う
差
図
が
あ
っ
た
。
信
祝
は
他
の
老
中
へ

も
見
せ
る
と
し
、
受
け
取
っ
た
。

　

二
十
三
日
に
は
、柳
沢
吉
里
が
自
身
の
立
場
に
つ
い
て
老
中
に
判
断
を
仰
ぐ
が
、

「
身
扣
」
の
必
要
な
し
と
の
返
答
を
得
る
19
。

（
２
）
幕
府
の
取
り
調
べ

　

四
月
二
十
九
日
、
大
目
付
三
宅
康
敬
、
目
付
大
岡
忠
征
が
米
倉
邸
を
訪
れ
、
取

り
調
べ
が
始
ま
る
。
桃
井
好
古
・
高
瀧
小
藤
左
衛
門
を
は
じ
め
と
す
る
柳
沢
吉
里

の
家
臣
や
、
柳
沢
保
経
・
里
済
お
よ
び
両
家
の
家
老
、
使
番
米
倉
昌
倫
、
御
先
鉄

砲
頭
曾
雌
定
勇
、
柳
沢
時
附
、
山
高
信
礼
と
い
っ
た
親
類
も
屋
敷
に
詰
め
て
い
た
。

　

ま
ず
、
三
宅
・
大
岡
が
保
経
・
里
済
に
、
①
杉
浦
勝
照
に
提
出
し
た
書
付
に
つ

い
て
意
見
も
無
く
、
見
て
も
い
な
か
っ
た
の
か
、
②
鍋
三
郎
は
、
実
子
で
間
違
い

な
い
の
か
、
③
年
齢
は
三
歳
な
の
か
、
に
つ
い
て
、
回
答
を
書
付
に
し
て
提
出
す

る
よ
う
に
と
の
指
示
が
あ
る
。

　

保
経
・
里
済
の
答
申
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

米
倉
主
計
頭
病
気
指
重
候
節
、
家
督
願
書
幷
歳
付
之
書
付
杉
浦
八
郎
五
郎
名

ニ
而
指
出
候
書
付
等
、
私
共
両
人
江
主
計
頭
幷
家
老
共
も
不
申
聞
、
一
覧
も

不
仕
候
、
先
月
廿
三
日
於
伊
豆
守
殿
御
宅
、
米
倉
六
郎
右
衛
門
へ
被
仰
渡
御

座
候
以
後
、
杉
浦
八
郎
五
郎
指
上
候
書
付
、
初
而
一
覧
仕
驚
入
奉
存
候
、
依

之
鍋
三
郎
九
歳
と
申
儀
、
年
相
違
ニ
而
家
老
共
江
相
尋
候
所
、
偏
ニ
家
督
相

続
之
為
被
存
、
前
後
も
不
相
弁
、
三
歳
之
儀
を
九
歳
江
申
上
度
旨
、
八
郎
五

郎
江
相
頼
申
候
由
不
調
法
至
極
、
今
更
申
訳
無
御
座
候
段
申
聞
候
間
、
書
付

被
置
申
候
、
尤
鍋
三
郎
出
府
仕
早
速
逢
申
候
所
、
三
歳
ニ
紛
無
御
座
候
、
鍋

三
郎
実
子
ニ
紛
無
之
哉
、
聢
と
吟
味
仕
候
所
、
実
子
ニ
紛
無
御
座
候
、

　

つ
ま
り
、
杉
浦
よ
り
家
督
願
書
と
年
齢
の
書
付
を
提
出
し
た
際
に
、
保
経
・
里

済
は
、
米
倉
忠
仰
や
家
老
か
ら
、
そ
の
件
に
つ
い
て
聞
い
て
も
、
書
付
を
見
て
も

い
な
い
。
先
月
二
十
三
日
に
老
中
松
平
信
祝
邸
（
伊
豆
守
殿
御
宅
）
で
、
米
倉
昌

倫
へ
仰
せ
渡
し
が
あ
っ
た
後
に
、
書
付
を
初
め
て
見
て
驚
い
た
と
い
う
。
九
歳
に

は
見
え
な
い
の
で
、
家
老
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
家
督
相
続
の
た
め
よ
く
考
え
な
い

ま
ま
、
三
歳
を
九
歳
と
し
た
い
と
、
杉
浦
を
頼
っ
た
そ
う
で
、
不
調
法
至
極
で
、

今
更
言
い
訳
も
で
き
な
い
、
と
の
内
容
の
書
付
を
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
。
出
府

し
て
す
ぐ
に
鍋
三
郎
本
人
に
会
い
、
間
違
い
な
く
三
歳
で
あ
る
こ
と
、
実
子
で
あ

る
こ
と
は
、
よ
く
調
べ
た
上
明
白
だ
、
と
い
う
。

　

三
宅
・
大
岡
は
米
倉
昌
倫
に
も
口
頭
で
質
問
を
し
20
、
そ
の
後
、
鍋
三
郎
に
直

接
対
面
し
た
。

　

続
い
て
、
米
倉
家
家
老
の
水
村
縫
殿
・
伊
藤
喜
又
が
召
し
出
さ
れ
、
実
際
は
何

歳
で
実
子
に
間
違
い
な
い
か
、
杉
浦
の
名
で
提
出
し
た
書
付
は
、
親
類
へ
見
せ
な

か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
回
答
を
書
付
に
し
て
提
出
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
。

　

書
付
で
は
、
九
歳
と
偽
っ
た
事
情
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

①
「
家
相
続
之
為
、
又
者
家
中
安
心
之
為
」
で
あ
り
、
後
先
を
考
え
ず
、
少
し
で

も
年
齢
を
増
し
た
い
と
考
え
た
。

②
親
類
、
奥
方
、
家
中
へ
も
少
し
も
相
談
せ
ず
、
二
人
だ
け
で
杉
浦
へ
実
は
九
歳

だ
と
申
し
上
げ
た
。

③
忠
仰
は
病
気
が
重
く
、
考
え
ら
れ
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
年
齢
を
増
し
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た
い
と
考
え
て
い
る
か
ど
う
か
は
、聞
い
て
お
ら
ず
、二
人
が
勝
手
に
取
り
計
ら
っ

た
。

　

加
え
て
、
鍋
三
郎
が
実
子
に
間
違
い
な
い
こ
と
は
、
家
中
一
同
理
解
し
て
お
り
、

特
に
水
村
は
国
元
で
家
老
を
務
め
て
い
た
た
め
、
三
年
前
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
わ

か
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
忠
仰
、
親
類
へ
も
一
切
相
談
せ
ず
、
二
人
で
九

歳
と
偽
っ
た
、
申
し
開
き
の
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。

　

書
付
を
提
出
す
る
際
、
あ
ら
た
め
て
三
宅
・
大
岡
に
、
杉
浦
の
関
与
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
説
明
を
求
め
ら
れ
た
。
水
村
・
伊
藤
は
、
杉
浦
の
指
図
で
は
な
い
と
申

し
上
げ
る
が
、「
其
節
之
儀
、有
躰
之
儀
申
上
候
様
ニ
」
と
、再
度
尋
ね
ら
れ
た
上
、

曾
雌
に
対
し
て
も
「
有
躰
ニ
申
候
様
ニ
」
と
の
こ
と
で
、
曾
雌
も
杉
浦
の
指
図
で

は
な
く
、
家
老
二
名
の
要
望
で
あ
っ
た
と
回
答
し
て
い
る
。
杉
浦
の
年
齢
詐
称
へ

の
関
与
の
有
無
に
つ
い
て
、
幕
府
側
が
注
視
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

確
認
を
済
ま
せ
た
大
目
付
の
三
宅
康
敬
は
、「
家
相
続
之
為
、
家
中
致
安
堵
候

為
、
旁
年
余
慶
ニ
申
達
度
志
、
主
人
之
為
を
存
候
餘
り
之
事
ニ
候
得
者
、
他
之
私

曲
と
者
違
候
義
ニ
有
之
」
と
理
解
を
示
し
た
た
め
、水
村
と
伊
藤
は
、「
難
有
思
召
」

と
御
礼
を
述
べ
て
退
出
し
た
。

　

そ
の
後
さ
ら
に
、
米
倉
家
の
用
人
た
ち
に
も
、
実
子
に
間
違
い
な
い
か
、
家
中

の
者
も
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
書
付
で
回
答
を
求
め
て
い
る
。

　

こ
れ
で
、
一
連
の
幕
府
の
調
査
は
終
了
し
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
、
保
経
・
里

済
は
、
曾
雌
を
通
し
て
、
水
村
・
伊
藤
は
「
不
調
法
至
極
」
と
い
う
こ
と
で
、
厳

し
く
申
し
付
け
て
置
く
べ
き
か
、
聞
き
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
は
及
ば
ず
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
よ
う
に
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

三
宅
は
帰
る
際
に
も
、
曾
雌
に
二
人
の
家
老
の
差
控
え
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必

要
は
な
く
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
申
し
合
わ
せ
る
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
３
）
吉
里
家
臣
の
抱
い
た
疑
問

　

米
倉
邸
で
こ
の
取
り
調
べ
を
見
て
い
た
吉
里
の
家
臣
桃
井
好
古
は
、
疑
問
を
抱

い
た
。
桃
井
は
、
す
べ
て
の
発
端
と
も
い
え
る
閏
三
月
二
十
一
日
付
の
四
通
の
書

状
を
め
ぐ
る
一
件
の
際
、水
村
よ
り
報
告
を
受
け
て
い
た
。
桃
井
が
知
る
事
情
は
、

以
下
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

前
々
八
郎
五
郎
殿
書
付
を
以
指
出
候
節
、
鍋
三
郎
様
御
年
之
儀
、
強
而
頼
候

訳
ニ
茂
無
之
、
入
組
候
義
ニ
茂
思
召
候
ハ
ヽ
、
必
三
歳
之
積
ニ
被
仰
上
可
被

下
旨
申
達
候
處
、
八
郎
五
郎
殿
御
申
候
者
、
八
九
歳
十
一
二
歳
ニ
茂
被
仰
取

ニ
而
相
済
候
義
、
自
分
ニ
任
候
様
ニ
と
被
申
候
旨
、
書
付
を
以
申
聞
候
、

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
米
倉
家
側
は
、
事
が
複
雑
に
な
る
事
を
恐
れ
、
三
歳
の
ま
ま

で
届
け
た
い
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
、
杉
浦
勝
照
（
八
郎
五
郎
）
の
方
が
年
を
増

し
て
届
け
る
こ
と
を
勧
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
桃
井
は
、
水
村
・
伊

藤
の
両
家
老
に
対
し
て
、「
今
日
之
御
答
、
如
何
様
之
存
念
ニ
而
八
郎
五
郎
殿
御

取
持
之
儀
ニ
無
之
旨
、
申
上
候
哉
」
と
問
う
た
。

　

そ
れ
に
対
し
、
水
村
・
伊
藤
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

此
度
之
不
埒
、
私
共
両
人
之
不
調
法
ニ
相
極
候
得
者
、
元
来
主
計
頭
様
御
存

知
不
被
成
候
趣
申
上
候
上
者
、
主
計
頭
様
御
明
り
茂
相
立
可
申
哉
ニ
奉
存
、

其
上
此
間
大
岡
右
近
様
を
以
八
郎
五
郎
様
江
、
其
節
之
趣
御
尋
御
座
候
所
、

主
計
頭
江
者
達
不
申
候
、
家
老
水
村
縫
殿
・
伊
藤
喜
又
頼
申
候
ニ
付
、
自
分
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書
付
ニ
致
シ
指
出
候
旨
、
被
仰
候
由
、
米
倉
六
郎
右
衛
門
内
談
を
承
被
申
聞

候
、
左
候
得
共
、
主
計
頭
様
、
弥
御
存
知
不
被
成
趣
茂
相
立
可
申
哉
と
奉
存

候
、
此
節
ニ
至
、
八
郎
五
郎
様
御
挨
拶
之
趣
、
有
躰
ニ
申
上
候
ハ
ヽ
、
八
郎

五
郎
様
江
御
詮
議
茂
相
掛
可
申
候
、
左
候
へ
者
八
郎
五
郎
様
御
為
ニ
茂
悪
敷

可
罷
成
候
、
八
郎
五
郎
様
御
様
子
不
宜
候
ハ
ヽ
、
主
計
頭
様
御
為
ニ
茂
相
障

可
申
候
、
其
上
私
共
此
節
自
分
之
誤
を
飾
申
候
様
ニ
茂
罷
成
候
而
者
、
心
外

之
至
ニ
奉
存
候
、
両
人
罪
ニ
落
申
候
上
者
、
主
計
頭
様
御
明
り
茂
立
可
申
と

奉
存
候
ニ
而
、
右
之
趣
ニ
申
上
候
、

　

つ
ま
り
、
水
村
・
伊
藤
が
最
も
大
切
に
考
え
た
の
が
、
亡
き
主
君
米
倉
忠
仰
の

立
場
で
あ
っ
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
忠
仰
が
一
切
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
す

る
こ
と
。
そ
し
て
、
事
前
に
目
付
の
大
岡
忠
征
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
杉
浦
の
調
査

の
際
の
、
杉
浦
の
回
答
と
整
合
性
を
持
た
せ
た
こ
と
。
た
だ
杉
浦
は
そ
の
際
、
忠

仰
の
意
思
で
は
な
く
、
両
家
老
に
頼
ま
れ
た
か
ら
と
し
て
、
自
ら
年
齢
詐
称
を
主

導
し
た
こ
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
両
家
老
は
そ
の
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
で
忠
仰
の

関
与
が
否
定
で
き
る
こ
と
。
杉
浦
の
関
与
を
あ
り
の
ま
ま
申
し
上
げ
れ
ば
、
杉
浦

が
取
り
調
べ
ら
れ
る
こ
と
。
そ
れ
は
杉
浦
の
た
め
に
な
ら
ず
、
ひ
い
て
は
忠
仰
に

も
悪
い
影
響
を
与
え
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
過
ち
の
言
い
訳
を
す
る

よ
う
に
な
る
の
は
心
外
だ
、
と
も
述
べ
て
い
る
。
自
分
た
ち
が
罪
を
得
れ
ば
、
忠

仰
の
身
の
証
を
た
て
ら
れ
る
の
だ
、
と
も
。

　

お
そ
ら
く
桃
井
が
知
っ
て
い
た
事
情
の
方
が
事
実
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
二
人
の

家
老
は
、
鍋
三
郎
へ
の
家
督
相
続
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
責
任
の
す
べ
て

を
自
分
た
ち
だ
け
で
被
っ
た
の
で
あ
る
。

（
４
）
幕
府
の
判
断

　

五
月
十
八
日
、
こ
の
一
件
に
幕
府
の
判
断
が
下
さ
れ
た
。「
柳
営
日
次
記
」
21

か
ら
見
て
い
き
た
い
。

　

老
中
松
平
信
祝
邸
に
呼
び
出
さ
れ
た
の
が
、
柳
沢
保
経
・
里
済
で
あ
る
。
大
目

付
有
馬
純
珍
の
立
ち
合
い
の
も
と
、
信
祝
よ
り
以
下
の
よ
う
に
申
し
渡
さ
れ
て
い

る
（〈　

〉
内
は
割
注
、﹇　

﹈
内
は
挿
入
部
分
）。

米
倉
鍋
三
郎
〈
主
計
頭
実
子
〉
亡
父
主
計
頭
病
気
差
重
候
刻
、
其
方
江
家
督

被　
仰
付
被
下
候
様
ニ
書
付
差
出
候
節
、
其
方
年
九
歳
之
旨
、
出
生
候
砌
ゟ

病
身
故
親
類
共
江
も
不
申
聞
、
去
々
年
八
月
出
生
之
由
相
届
候
、
実
者
九
才

之
旨
杉
浦
八
郎
五
郎
を
以
書
付
差
出
候
段
、
不
埒
候
得
共
、
主
計
頭
病
気
差

重
候
故
、
先
御
沙
汰
不
及
、
追
而
被
仰
出
品
可
有
之
由
申
渡
候
、
然
ル
処
、

主
計
頭
死
後
其
方
出
府
之
上
、
柳
沢
式
部
少
輔
・
松
平
弾
正
少
弼
よ
り
三
才

ニ
相
見
﹇
候
由
相
届
候
、
依
之
被
遂
御
吟
味
処
、﹈
三
才
ニ
無
相
違
、
主
計

頭
実
子
ニ
無
紛
之
由
、
右
不
埒
之
段
ハ
主
計
頭
﹇
病
気
差
重
ク
前
後
之
弁
も

無
之
、
家
老
共
取
計
ニ
而
主
計
頭
所
存
よ
り
出
候
儀
ニ
﹈
無
之
旨
被
聞
召
届

候
ニ
付
、
家
督
無
相
違
被
下
之
、

　

鍋
三
郎
の
家
督
相
続
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
保
経
・
里
済
よ
り
三
歳
に
見
え

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
調
査
を
し
た
こ
と
。
年
齢
詐
称
の
件
は
、
米
倉

忠
仰
自
身
の
考
え
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
米

倉
家
の
悲
願
は
達
成
さ
れ
た
の
だ
。

　

そ
し
て
、
若
年
寄
西
尾
忠
尚
邸
で
目
付
河
野
通
喬
、
使
番
伊
丹
勝
房
の
立
会
い

の
も
と
処
分
が
言
い
渡
さ
れ
た
の
が
、
杉
浦
勝
照
と
米
倉
昌
倫
で
あ
る
。
杉
浦
は
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「
家
来
共
申
旨
ニ
ま
か
せ
、
相
違
之
書
付
取
次
差
出
候
段
、
不
埒
候
」
と
さ
れ
た
。

二
人
の
家
老
の
言
う
ま
ま
に
誤
っ
た
内
容
の
書
状
を
取
り
次
い
だ
こ
と
が
、
咎
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
杉
浦
は
御
先
手
御
鉄
砲
頭
の
任
を
解
か
れ
、
小
普
請
入
を
仰

せ
付
け
ら
れ
た
。

　

一
方
の
米
倉
昌
倫
は
、
二
人
の
家
老
が
杉
浦
を
通
し
て
幕
府
に
提
出
し
た
書
付

の
内
容
は
知
ら
な
か
っ
た
も
の
の
「
鍋
三
郎
出
府
之
砌
、
罷
越
見
届
度
段
茂
不
聞

申
、
三
歳
と
相
見
へ
候
段
も
不
申
出
、
同
姓
之
儀
と
申
、
別
而
万
端
世
話
可
仕
事

ニ
候
処
、
麁
略
成
仕
形
不
埒
候
」
と
さ
れ
た
。
鍋
三
郎
が
江
戸
に
到
着
し
た
時
対

面
し
、
三
歳
で
あ
る
こ
と
を
幕
府
に
報
告
す
べ
き
は
、
米
倉
昌
倫
だ
っ
た
と
い
う

わ
け
だ
。
一
族
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
対
応
が
杜
撰
だ
と
さ
れ
、
逼
塞
を
命
じ
ら

れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
米
倉
家
の
家
老
水
村
縫
殿
と
伊
藤
喜
又
は
町
奉
行
の
大
岡
忠
相
、
目

付
の
大
岡
忠
征
の
立
ち
会
い
の
も
と
、
大
目
付
の
三
宅
康
敬
か
ら
評
定
所
で
処
分

が
言
い
渡
さ
れ
た
。

　

一
、
評
定
所
ニ
而
三
宅
周
防
守
申
渡
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
倉
鍋
三
郎
家
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
村
縫
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
喜
亦
22

鍋
三
郎
事
、
三
年
以
前
出
生
無
紛
之
処
、
主
計
頭
幷
親
類
共
傍
輩
共
江
茂
不

相
談
、
九
才
之
由
両
人
取
計
、
杉
浦
八
郎
五
郎
江
相
頼
候
段
、
不
憚　
公
儀

不
届
事
ニ
候
、
併
被
加
御
宥
免
松
平
甲
斐
守
江
御
預
可
被
成
候
、

　

二
人
の
家
老
の
独
断
で
、九
歳
と
偽
っ
た
こ
と
が
「
不
憚
公
儀
」
所
業
と
し
て
、

問
題
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
被
加
御
宥
免
」
と
の
こ
と
。
無
事
に
家
督

相
続
が
認
め
ら
れ
た
い
が
た
め
の
家
老
の
勇
み
足
、
と
い
う
解
釈
を
し
、
そ
の
心

情
を
汲
ん
だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
柳
沢
吉
里
に
御
預
け
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
す
べ
て
幕
府
の
調
査
の
際
の
両
家
老
の
説
明
が
、
幕
府
に
そ
の
ま
ま
受
け

入
れ
ら
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。

　

柳
沢
家
で
は
、
早
速
御
預
人
を
引
き
受
け
る
準
備
を
始
め
、
十
九
日
に
は
、
老

中
松
平
信
祝
へ
、
預
人
の
移
動
中
か
ら
国
元
到
着
後
ま
で
の
具
体
的
な
対
処
に
つ

い
て
箇
条
書
き
で
問
い
合
わ
せ
る
書
状
を
送
り
、
二
十
一
日
に
付
紙
で
回
答
を
得

て
い
る
。
二
十
六
日
に
、
預
人
は
江
戸
を
出
立
し
、
六
月
十
日
に
大
和
郡
山
に
到

着
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

な
お
、
杉
浦
勝
照
・
米
倉
昌
倫
は
、
同
年
八
月
十
四
日
に
ゆ
る
さ
れ
た
一
方
、

水
村
・
伊
東
両
家
老
が
赦
免
と
な
る
の
は
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
四
月
十
二

日
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
23
。
こ
れ
は
、
同
元
年
八
月
七
日
に
、
の

ち
に
九
代
将
軍
と
な
る
家
重
が
、
右
近
衛
権
大
将
を
兼
ね
右
馬
寮
御
監
に
任
じ
ら

れ
た
こ
と
に
よ
る
赦
免
で
あ
っ
た
。
同
年
五
月
十
日
、
水
村
・
伊
藤
は
、
大
和
郡

山
よ
り
江
戸
に
到
着
し
、
親
族
へ
引
き
渡
さ
れ
た
。
事
件
か
ら
八
年
以
上
の
月
日

が
流
れ
て
い
た
。

四
、
鍋
三
郎
の
死
と
水
村
縫
殿

　

こ
の
よ
う
な
騒
動
を
乗
り
越
え
家
督
相
続
し
た
米
倉
鍋
三
郎
里
矩
だ
っ
た
が
、

寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
三
月
六
日
、
十
七
歳
で
死
去
し
て
し
ま
う
。
柳
沢
家
当

主
柳
沢
信
鴻
（
吉
里
嫡
男
）
の
「
松
平
美
濃
守
日
誌
」24
か
ら
、
鍋
三
郎
の
死
亡

直
前
の
様
子
を
見
て
み
た
い
。
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二
月
二
十
九
日

「
夜
五
半
時
、米
倉
右
近
来
、鍋
三
郎
差
重
、兄
弟
之
内
養
子
貰
度
由
、夜
中
執
事
出
」

三
月
一
日

「
小
藤
ヲ
縫
殿
助
へ
遣
シ
、
相
談
ニ
テ
光
能
ヲ
米
倉
へ
遣
ヘ
キ
筈
ニ
定
ム
」

三
月
三
日
「
米
倉
判
元
」　　
　
　
　

三
月
四
日
「
米
倉
願
書
、
堀
田
25
へ
留
ル
」

三
月
五
日
「
今
日
判
元
改
、
米
倉
民
部
相
続
ニ
成
」

三
月
六
日
「
米
倉
卒
」

　

二
月
二
十
九
日
に
、
米
倉
昌
長
（
昌
倫
嫡
男
・
右
近
）
か
ら
鍋
三
郎
の
養
子
を

兄
弟
か
ら
欲
し
い
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
三
月
一
日
に
、
柳
沢
家
家
臣

の
高
瀧
小
藤
左
衛
門
（
小
藤
）
よ
り
光
能
を
遣
わ
す
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
柳
沢
家
の
家
臣
同
士
の
三
月
四
日
付
の
書
状
に
以
下
の
よ
う
な

一
節
が
あ
る
26
。

此
度
俄
ニ
亀
八
郎
様
御
養
子
ニ
被
進
候
儀
、御
用
状
ニ
申
越
候
通
ニ
御
座
候
、

扨
々
、
私
始
何
茂
甚
辛
労
仕
候
段
、
御
深
察
可
被
下
候
、
委
細
者
御
用
状
ニ

申
越
候
御
願
御
取
上
ケ
之
上
者
、
間
も
な
く
牛
込
江
亀
八
郎
様
御
引
越
ニ
付

随
分
御
手
軽
ク
申
合
候
ハ
ヽ
、
然
と
も
御
外
聞
江
相
懸
り
候
之
儀
、
御
時
節

柄
と
申
、
以
之
外
心
遣
仕
候
、

　

こ
の
亀
八
郎
が
光
能
の
こ
と
で
あ
り
、
吉
里
の
六
男
、
信
鴻
の
弟
で
あ
る
27
。

詳
細
は
不
明
だ
が
、
こ
の
養
子
の
話
が
、
非
常
に
急
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
す
み
や

か
に
牛
込
の
米
倉
家
の
上
屋
敷
へ
の
引
っ
越
し
が
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
書
状
の
追
而
書
に
は
、「
昼
夜
辛
労
仕
候
」、「
殊
之
外
取

込
候
」
と
い
う
文
言
も
見
え
、
か
な
り
混
乱
し
た
状
況
が
う
か
が
え
る
。
結
局
養

子
に
迎
え
ら
れ
た
の
は
、「
米
倉
民
部
」つ
ま
り
米
倉
昌
倫
の
次
男
昌
晴
で
あ
っ
た
。

柳
沢
家
か
ら
の
養
子
を
得
た
い
と
い
う
意
向
を
伝
え
て
き
た
使
者
は
、
昌
晴
の
兄

昌
長
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
わ
ず
か
数
日
の
間
に
何
が
あ
っ
た

の
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。
鍋
三
郎
の
後
継
者
に
、
柳
沢
吉
里
六
男
亀
八
郎
が
候
補

に
挙
が
り
、
そ
し
て
消
え
た
の
で
あ
る
28
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
亀
八
郎
の
養
子
話
を
受
け
た
の
は
、「
縫
殿
助
」

つ
ま
り
水
村
縫
殿
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
鍋
三
郎
家
督
相
続
時
の
立
役
者
は
、
藩

政
の
中
心
に
復
帰
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

結
び
に
か
え
て

　

鍋
三
郎
を
め
ぐ
る
こ
の
一
連
の
出
来
事
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う

か
。

　

ま
ず
、
米
倉
家
が
三
歳
か
ら
九
歳
へ
年
を
増
し
て
幕
府
へ
届
け
よ
う
と
し
た
背

景
に
は
、
大
名
家
の
当
主
が
十
七
歳
未
満
で
亡
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
相
続
が
認

め
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

当
主
が
十
七
歳
未
満
で
亡
く
な
っ
た
前
例
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え

る
だ
ろ
う
か
。
大
森
映
子
氏
29
に
よ
る
と
末
期
養
子
が
許
可
さ
れ
た
慶
安
四
年

（
一
六
五
一
）以
降
か
ら
幕
末
ま
で
、十
七
歳
未
満
で
当
主
が
亡
く
な
っ
た
事
例
は
、

二
十
九
例
あ
る
。
十
八
世
紀
に
な
る
と
「
相
違
無
」
相
続
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場

合
も
あ
る
が
、
特
殊
な
家
に
限
ら
れ
て
お
り
、
十
八
世
紀
後
半
以
降
に
な
る
と
死

亡
事
例
そ
の
も
の
が
減
少
し
、
四
件
の
み
と
な
っ
た
と
い
う
。
大
森
氏
の
整
理
か
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ら
、
鍋
三
郎
の
一
件
の
時
期
に
当
た
る
吉
宗
政
権
期
の
事
例
だ
け
を
示
す
と
【
表

１
】
の
よ
う
に
な
る
30
。

　

つ
ま
り
、
全
二
十
九
例
の
内
、
十
一
例
が
吉
宗
政
権
期
な
の
で
あ
る
。
こ
の
事

例
の
多
さ
か
ら
、
吉
宗
政
権
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
問
題
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ

て
い
た
可
能
性
が
推
測
で
き
る
。そ
の
う
ち「
相
違
無
」相
続
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、

紀
州
藩
附
家
老
の
安
藤
家
の
二
例
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、享
保
八
年
（
一
七
二
三
）

に
大
和
郡
山
藩
本
多
家
が
断
絶
し
た
後
に
そ
の
地
に
入
っ
た
の
が
柳
沢
吉
里
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
状
況
は
、
米
倉
家
の
相
続
に
つ
い
て
の
懸
念
を
加
速
す
る
原
因
と

な
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
え
る
。

　

た
だ
し
、
松
尾
美
惠
子
氏
は
、
吉
宗
政
権
期
よ
り
大
名
家
の
相
続
に
つ
い
て
幕

府
が
寛
容
に
な
っ
た
点
を
指
摘
し
て
い
る
31
。
具
体
的
に
は
、
上
山
藩
藤
井
松
平

家
で
、
享
保
十
三
年
十
月
十
三
日
に
十
三
歳
で
当
主
の
長
恒
が
死
亡
し
た
の
で
、

一
時
家
臣
稲
村
季
規
の
子
を
身
代
わ
り
に
し
、
十
七
歳
と
な
っ
た
同
十
七
年
に
、

同
族
の
大
名
家
か
ら
養
子
を
取
り
、
相
続
さ
せ
た
の
だ
と
い
う
。

　

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
に
も
、
も
う
一
例
あ
る
。
十
二
月
、
越
後
国
高
田
藩

主
榊
原
小
平
太
が
十
歳
で
死
去
し
た
が
、
一
歳
下
の
弟
富
次
郎
が
死
去
し
た
こ
と

と
し
て
、
兄
弟
を
入
れ
替
え
た
の
で
あ
る
。
家
老
の
原
田
種
共
に
よ
る
と
、
家
老
・

中
老
が
親
族
の
織
田
信
倉
、
榊
原
長
規
、
榊
原
久
明
に
相
談
の
上
、
西
丸
老
中
で

縁
戚
で
も
あ
る
酒
井
忠
恭
と
奏
者
番
兼
寺
社
奉
行
の
青
山
忠
朝
の
内
意
を
得
て
、

取
り
計
ら
っ
た
と
い
う
の
だ
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
吉
宗
（
大
御
所
様
）
が
御
仁

徳
寛
大
で
、
旧
功
の
家
が
断
然
す
る
の
は
非
常
に
不
本
意
だ
と
思
わ
れ
、
年
齢
や

人
を
替
え
る
こ
と
も
相
続
の
道
に
支
障
が
な
け
れ
ば
問
題
が
な
い
と
考
え
て
い
る

と
伝
え
聞
い
た
か
ら
だ
と
し
て
い
る
32
。
松
尾
氏
は
、
酒
井
や
青
山
が
吉
宗
の
意

を
汲
ん
で
身
代
わ
り
相
続
を
示
唆
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
、
上
山
藩
の
事
例
と
合

わ
せ
て
、
吉
宗
自
身
も
兄
た

ち
の
死
に
よ
り
紀
州
藩
主
と

な
っ
た
こ
と
や
、
幼
い
家
継

が
死
去
し
た
こ
と
か
ら
将
軍

家
を
相
続
し
た
経
験
を
か
ら

も
、
や
む
を
得
な
い
対
処
方

法
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な

い
か
、
と
述
べ
て
い
る
33
。　

　

ま
さ
に
、
鍋
三
郎
の
事
例

は
十
八
世
紀
半
ば
の
吉
宗
政

権
期
で
あ
り
、
過
渡
期
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　

米
倉
家
の
鍋
三
郎
の
相
続

に
お
け
る
対
応
は
、
昌
明
・
昌

照
34
・
忠
仰
と
三
代
続
い
て

当
主
が
三
十
代
の
若
さ
で
亡

く
な
っ
た
こ
と
や
、
忠
仰
が

家
督
相
続
を
し
た
時
に
七
歳

で
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
。
十
七

歳
に
、
少
し
で
も
早
く
到
達
す
る
年
齢
に
し
て
お
き
た
い
、
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
三
歳
を
九
歳
と
い
う
詐
称
は
、
対
面
し
て
し
ま
え
ば
明
ら
か
な
わ
け　

で
、
あ
ま
り
に
も
無
理
が
あ
る
。
実
子
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
一
時
的
に
で
も
少
し
年

長
の
者
を
養
子
に
入
れ
て
お
け
ば
、
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
、
杉
浦
勝
照

【表１】大名家当主十七歳未満死亡の場合の扱い（吉宗政権期）
年 当主 年 所領 万石 所領の扱い
享保１（1716）小笠原長邑 6 豊前中津 4 減転封 →弟長興（1万石）
享保３ 毛利元矩 15 長門府中 4.78 断絶
享保４ 浅野長経 13 備後三次 5 断絶
享保５ 浅野長寔 13 安芸国内 5 断絶
享保７ 本多忠村 10 大和郡山 11 減封 →弟忠烈（5万石）
享保８ 本多忠烈 14 大和郡山 5 断絶
享保９ 安藤陳定 8 紀伊田辺 3.8 無相違 安藤雄能相続
享保 11 京極高寛 10 但馬豊岡 3.3 減封 →弟高永（1.5 万石）
享保 11 松平浅五郎 14 美作津山 10 減封 →松平長煕（5万石）
享保 14 松平義真 16 陸奥梁川 3 断絶
享保 15 安藤雄能 16 紀伊田辺 3.8 無相違 安藤次由相続
※大森映子『お家相続　大名家の苦闘』表１の吉宗政権期の部分を抜粋した。
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が
指
示
し
た
方
法
は
悪
手
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。す
で
に
吉
宗
政
権
期
で
あ
り
、

柳
沢
家
の
血
筋
に
、
そ
れ
ほ
ど
の
影
響
力
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。「
は
じ

め
に
」
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
も
し
忠
仰
の
実
子
、
つ
ま
り
は
柳
沢
吉
保
の
系
譜

に
こ
だ
わ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
米
倉
家
で
は
な
く
、
柳
沢
家
の
幕
府
内
で

の
生
き
残
り
策
の
一
つ
と
い
う
柳
沢
家
側
の
都
合
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ

る
が
、
詳
し
い
事
情
は
不
明
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
米
倉
家
は
、
二
人
の
家
老
が
す
べ
て
の
責
任
を
負
う

こ
と
で
、
御
家
相
続
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
功
労
者
で
あ
り
、
水
村

家
も
伊
藤
家
も
幕
末
ま
で
続
い
た
と
い
う
。

　

本
稿
で
は
、
大
和
郡
山
藩
主
柳
沢
家
と
武
州
金
沢
藩
主
米
倉
家
と
の
関
係
を
、

金
沢
二
代
藩
主
米
倉
鍋
三
郎
里
矩
の
家
督
相
続
か
ら
検
討
し
た
。
た
だ
し
、
米
倉

家
側
の
史
料
を
管
見
の
限
り
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
柳
沢
家
と
幕

府
の
史
料
の
み
の
検
討
と
な
り
、史
料
上
の
制
約
か
ら
分
析
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。

両
家
は
武
田
家
支
流
と
し
て
、
共
通
す
る
出
自
で
あ
っ
た
が
、
柳
沢
吉
保
の
次
女

土
佐
子
、
三
女
市
子
の
実
家
で
あ
る
折
井
家
や
、
幕
府
の
取
り
調
べ
の
際
米
倉
家

に
詰
め
て
い
た
山
高
信
礼
の
山
高
家
な
ど
、
柳
沢
家
と
親
族
と
な
っ
た
武
田
家
支

流
の
家
は
ほ
か
に
も
あ
る
。
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
政
権
期
で
、
初
め
て
幕
府
政
治

の
中
枢
に
入
る
こ
と
の
出
来
た
新
興
大
名
の
柳
沢
家
に
と
っ
て
、
最
も
よ
す
が
と

し
た
の
が
、
武
田
家
支
流
と
い
う
血
筋
で
あ
っ
た
35
。
今
後
は
、
武
田
家
支
流
の

中
で
の
柳
沢
家
と
い
う
観
点
か
ら
、
柳
沢
家
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
考

察
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

１　

 

拙
書
『
将
軍
側
近　

柳
沢
吉
保
―
い
か
に
し
て
悪
名
は
作
ら
れ
た
か
』
新
潮

社
、
二
〇
一
一
年
。
六
頁
よ
り
引
用
。

２ 　

 

小
姓
。外
祖
父
が
館
林
藩
家
老
黒
田
用
綱
。神
田
館
時
代
よ
り
綱
吉
に
近
侍
。　

「
永
慶
寺
殿
源
公
御
実
録
」（
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
所
蔵
豊
田
家
史
料
）

に
よ
る
と
、
将
軍
綱
吉
が
、
元
禄
年
中
に
黒
田
邸
に
二
度
御
成
し
、
そ
の
際

に
は
、
柳
沢
家
家
老
の
藪
田
重
守
の
み
が
詰
め
て
い
た
と
い
う
。
ご
く
私
的

な
御
成
と
い
え
、
将
軍
と
の
親
密
な
関
係
が
伺
え
る
。

３　

 

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
八
月
二
十
七
日
か
ら
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
一

月
十
七
日
ま
で
「
側
用
人
」
を
務
め
た
。

４ 　

 

小
姓
。
東
武
野
史
訊
洋
子『
三
王
外
記
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
写
本
、

請
求
番
号
四
一
四
〇
．
五
―
一
）
に
、
柳
沢
吉
保
邸
に
集
め
ら
れ
た
綱
吉
好

み
の
若
者
の
中
に
、
内
藤
が
い
た
と
い
う
記
述
が
さ
れ
て
い
る
。
綱
吉
と
親

密
な
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る
逸
話
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

５　

祖
父
忠
朝
、
父
忠
増
と
も
に
老
中
ま
で
務
め
て
い
る
。

６ 　

 

新
興
大
名
柳
沢
家
に
と
っ
て
、名
門
譜
代
大
名
酒
井
雅
楽
頭
家
と
の
縁
組
は
、

家
の
箔
を
付
け
る
意
味
合
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
、
拙
書

『
名
門
譜
代
大
名
・
酒
井
忠
挙
の
奮
闘
』
文
藝
春
秋
、
二
〇
二
〇
年
を
参
照

さ
れ
た
い
。
な
お
、
柳
沢
吉
保
（
永
慶
寺
様
）
と
酒
井
忠
挙
（
勘
解
由
様
）

の
娘
頼
姫
（
御
前
様
）
に
つ
い
て
は
、「
永
慶
寺
殿
源
公
御
実
録
」
に
、
次

の
よ
う
な
逸
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
永
慶
寺
様
、
屋
形
様
之
御
前
様
江
御

意
被
成
候
ハ
、
子
と
申
も
の
ハ
類
も
有
之
、
又
、
出
来
申
も
の
尓
て
候
、
親

と
申
も
の
ハ
、
又
と
申
事
無
之
も
の
ニ
候
間
、
随
分
〳
〵
勘
解
由
様
へ
御
孝

行
御
尽
し
可
被
成
候
、
唐
、
日
本
尓
て
も
孝
心
を
第
一
尓
い
た
す
事
、
天
の

冥
理
尓
叶
ひ
申
由
、
度
々
御
意
被
遊
候
由
、
御
前
様
、
難
有
思
召
、
阿
波
江

御
咄
被
成
候
」。
吉
保
は
度
々
親
孝
行
に
つ
い
て
説
き
、
頼
姫
に
実
父
酒
井

忠
挙
を
大
切
に
す
る
よ
う
伝
え
た
こ
と
に
、頼
姫
は
感
激
し
て
い
た
よ
う
だ
。



― 13 ― ― 12 ―

両
者
の
良
い
関
係
性
が
伺
え
る
。

７   『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
三
―
二
八
五
。

８   『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
三
―
二
八
八
。

９　

黒
板
勝
美
編
『
徳
川
実
紀
』
第
六
篇
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
。

10   『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
三
―
二
八
八
〜
二
八
九
。

11 　

 

公
益
財
団
法
人　

郡
山
城
史
跡
・
柳
沢
文
庫
保
存
会
所
蔵
。
な
お
こ
の
後
、

同
所
蔵
の
史
料
は
、「
柳
沢
文
庫
所
蔵
」
と
略
す
。

12   『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
三
―
二
八
九
。

13　

 

享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
三
月
十
一
日
移
封
（『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
三

―
二
五
七
）。

14      『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
三
―
二
八
九
で
は
忠
仰
の
亡
く
な
っ
た
時
の
年
齢

は
、
三
十
歳
と
記
さ
れ
て
い
る
。

15　

下
野
皆
川
藩
初
代
藩
主
米
倉
昌
尹
の
二
男
昌
仲
の
養
子
。

16     『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
四
―
二
二
二
。
吉
保
正
室
の
従
兄
弟
。

17 　

 

例
え
ば
、
同
じ
吉
宗
政
権
期
の
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
九
月
四
日
、
柳
沢

吉
里
が
妾
腹
の
亀
八
郎
に
つ
い
て
、
出
生
の
際
虚
弱
だ
っ
た
た
め
届
け
出
な

か
っ
た
が
、
最
近
丈
夫
に
な
っ
た
と
し
、
六
歳
に
な
っ
た
こ
と
を
老
中
松
平

信
祝
に
書
き
送
り
、
承
知
と
の
返
事
を
受
け
て
い
る
（「
福
寿
堂
年
録
」）。

18　

 

柳
沢
保
経
は
享
保
九
年
七
月
二
十
六
日
、
柳
沢
里
済
は
享
保
十
年
十
月

二
十
二
日
に
御
家
相
続
し
て
い
る
。
な
お
、
里
済
の
実
父
は
柳
沢
家
家
臣
柳

沢
保
教
で
、
里
済
は
経
隆
の
末
期
養
子
と
な
っ
た
（『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

第
三
―
二
六
〇
、二
六
二
）。

19　

 

吉
里
は
、
四
月
二
十
六
日
に
国
元
の
大
和
郡
山
を
出
発
し
、
五
月
三
日
に
江

戸
に
到
着
し
て
い
る
。

20     「
福
寿
堂
年
録
」
に
よ
る
と
、
書
付
に
よ
る
回
答
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
詳

し
い
内
容
は
不
明
と
の
こ
と
で
あ
る
。

21　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
。

22      「
柳
営
日
次
記
」
で
は
、「
伊
藤
喜
又
」
で
は
な
く
「
伊
東
喜
亦
」
と
表
記
さ

れ
て
い
る
。

 

23 　

 

元
文
三
年（
一
七
三
八
）四
月
八
日
に
、大
目
付
よ
り
御
預
人
が
い
る
場
合
は
、

そ
の
情
報
を
一
両
日
中
に
、
目
付
の
能
勢
頼
一
、
大
目
付
の
三
宅
康
敬
に
提

出
す
る
よ
う
廻
状
が
回
り
、
十
日
に
三
宅
康
敬
邸
へ
吉
里
家
臣
上
村
方
敬
よ

り
書
付
を
提
出
し
て
い
る
。た
だ
、こ
の
時
に
は
そ
れ
以
上
の
動
き
は
な
か
っ

た
。
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
十
二
月
一
日
に
、
町
奉
行
の
嶋
正
祥
よ
り
留

守
居
が
呼
び
出
さ
れ
、
家
重
の
祝
儀
で
赦
免
が
あ
る
た
め
、
水
村
縫
殿
、
伊

藤
喜
亦
に
つ
い
て
書
付
を
提
出
す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、
翌
二
日
、
嶋
に
留

守
居
よ
り
書
付
を
提
出
し
て
い
る
。

24　

柳
沢
文
庫
所
蔵
。

25　

老
中
堀
田
正
亮
。

26 　

 

柳
沢
五
郎
右
衛
門
よ
り
平
岡
宇
右
衛
門
・
豊
原
権
左
衛
門
宛
書
状
「
藪
田
家

文
書
」（
黒
52
）（
柳
沢
文
庫
所
蔵
）

27      「
柳
沢
系
譜
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
写
本
、
請
求
記
号
四
一
七
五
―

一
二
九
九
）
に
よ
る
と
、「
信
冨
」「
初
光
能
、
横
手
亀
八
郎
里
熊
、
改
柳
澤

大
助
信
冨
、
又
弾
正
、
元
文
三
年
戊
午
二
月
廿
三
日
子
中
刻
、
於
武
江
生
実

母
小
倉
氏
千
代
子
、
明
和
六
年
已
丑
年
十
一
月
九
日
御
引
越
、
伊
奈
備
前
守

養
子
ト
成
ル
、
改
半
左
衛
門
忠
敬
、
安
永
戊
戌
年
三
月
十
二
日
卒
、
法
名
蒼

雲
院
殿
潤
誉
應
山
霊
郷
大
居
士
」
と
あ
る
。

28 　

 

金
沢
藩
三
代
と
な
っ
た
昌
晴
の
正
室
は
、
柳
沢
保
経
（
吉
保
七
男
）
の
娘
で
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あ
り
、
四
代
昌
賢
の
正
室
は
、
柳
沢
信
鴻
（
吉
里
嫡
男
）
の
娘
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
件
で
、
柳
沢
家
と
の
関
係
が
悪
化
し
た
よ
う
で
は
な
い
。

29　

大
森
映
子
『
お
家
相
続　

大
名
家
の
苦
闘
』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
四
年

30 　

 

前
掲
注
29
、
19
頁
の
「
表
１
【
大
名
家
当
主
十
七
歳
未
満
死
亡
の
場
合
の
扱

い
】（
慶
安
四
年
以
降
）」
の
吉
宗
政
権
期
の
部
分
を
抜
粋
し
た
。

31 　

 

松
尾
美
惠
子
「
身
代
わ
り
相
続
」（
松
尾
美
惠
子
・
藤
實
久
美
子
編
『
大
名

の
江
戸
暮
ら
し
事
典
』
第
六
章　

当
主
と
人
生
儀
礼
、
第
三
節　

致
仕
と
そ

の
後
、
柊
風
舎
、
二
〇
二
一
年
）。

32      『
上
越
市
史
』
通
史
篇
四
、
近
世
一
、
二
〇
〇
四
年
。

33 　

 

大
森
氏
も
、
十
七
歳
未
満
の
死
亡
事
例
が
無
く
な
っ
た
時
期
と
、
幕
府
へ
無

届
け
で
内
々
で
死
亡
し
た
当
主
の
身
代
わ
り
を
立
て
る
と
い
う「
公
辺
内
分
」

相
続
が
確
認
さ
れ
る
時
期
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幕
府
は
内
情
を
理

解
し
た
う
え
で
黙
認
し
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
前
掲
注
29
）。

34      『
米
倉
家
譜
（
武
蔵
六
浦
）』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
写
本
、
請
求
番

号
四
一
七
五
―
七
八
八
）
お
よ
び
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
三
―
二
八
八
〜

二
八
九
で
は
、
米
倉
昌
明
は
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）、
昌
照
は
天
和
三
年

（
一
六
八
三
）
生
ま
れ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
十
一
歳
差
の
父
子
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
米
倉
家
に
つ
い
て
は
、
鍋
三
郎
の
事
件
以
前
に
も
、
相

続
に
関
し
て
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
が
、
そ
の
事
情
に
つ
い
て

は
史
料
上
の
限
界
に
よ
り
、
不
明
で
あ
る
。

35　

前
掲
注
１
の
拙
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
二
〇
二
一
年
十
月
二
日
か
ら
十
一
月
二
十
三
日
に
、
横
浜

市
歴
史
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
「
横
浜
の
大
名
―
米
倉
家
の
幕
末
・
明

治　

 

「
日
記
」
が
伝
え
る
武
州
金
沢
藩
、
激
動
の
四
年
」
を
観
覧
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
柳
沢
家
と
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
、
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
〇
二
二
年
七
月
二
日
の
近
世
近
代
研
究
会
及
び
、
同
年
十
月
十
六
日
の
幕
藩
研

究
会
で
報
告
し
、
多
く
の
示
唆
を
得
た
。
ま
た
、
公
益
財
団
法
人　

郡
山
城
史
跡
・

柳
沢
文
庫
保
存
会
で
は
、
史
料
閲
覧
に
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。
関
係
各
位
に
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。〔

東
京
工
業
大
学
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
研
究
教
育
院　

准
教
授
〕


